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道教教理思想 の核心 は何 か
道 ・氣 ・祚三位一體説の意義
麥 谷 邦 夫
京 都 大 学
「道」の哲學 と 「氣」の思想
諸宗教における神の本質やそのありかたは、それを生み育んできた文化の背後にある民族性
や歴史性に規定されて多種多樣である。中國においては、租先祭祀 と天帝信仰 とを核とする儒
教が國家祭祀と結びっいて古 くから存在 したが、二世紀末には禪仙思想や巫呪術などを基盤と
する道教が成立 し、それとほぼ竝行 して佛教が中國瓧會に定着 し始める。以後、中國の宗教は
この三教が鼎立する形で歴史を刻んできた。なかでも道教 は、その教理形成にあたつて、民族
的土着的要素を基盤としながら、同時に外來の佛教教理の影響をも強 く受けてきた。 しか し、
道教教理の形成過程で中核的役割をはたしてきたのは、道家の 「道」の哲學と中國思想の共通
基盤的役割をになってきた 「氣」の思想 とであった。
儒教が至上の存在としてその哲學理論の基盤 とした 「天」あるいは 「天帝」に代へて、「道」
こそが世界の根源的眞理ないし實在であるとしてその思想哲學を構成 したのは、老子を筆頭 と
する道家の徒であった。 『老子』に説かれる 「道」 は、相對有限の世界を超越 した唯一絶對の
存在であり、言語表現や感覺では決 してその本質を捉へることができない。 しかし、いかなる
かたちも持たないといふその絶對的な無限定性のゆゑに、 「道」 はこの世界の根柢にあつて絶
えず萬物を生成變化 させ、おのつか らなる世界秩序を支へてゆ くことができるとされた。そし
て、 この 「道」の眞の在 り方を理解 し、この 「道」 と一體となることによって、はじめて人間
の究極至善の生が確立 されるといふのが老子に代表される道家思想の根幹であり、それをうけ
た道教教理の目指す最高の境地で もある。
この 「道」が、儒家のいふ 「天」や 「天帝」のや うに、單に至上の存在 としてわれわれの世
界の上に超越的に存在 してゐるだけではな く、人聞をはじめとするあらゆる生き物か ら、はて
は石 ころ土 くれの中にまであまね く含まれてゐることを主張 したのは、老子の哲學を繼承 した
莊子であった。 『莊子』 知北遊篇には、道 とはどこにあるのかといふ東郭子の問ひに封 して、
道はオケラやア リといった下等な生物、アワや ヒエなどの植物、瓦やレンガなどの無機物の中
から、はてはクソ小便の中にまであるのだと莊子が答へる有名な問答が載せられてゐる。
萬物の中に 「道」が普遍的に含まれてゐるといふこのやうな主張の背後には、萬物の生成 は
「道」 か ら始まるといふ道家の生成論が存在する。 『老子」第四十二章 は、 「道が一氣を生 じ、
一氣が陰陽二氣を生 じ、陰陽二氣が交はって陰陽沖和の三氣を生 じ、その三氣が萬物を生みだ
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す。萬物は陰氣を負ひ陽氣を抱き、沖和の氣によって調和を保ってゐる(道 生一、一生二、二
生三、三生萬物。萬物負陰而抱陽、冲氣以爲和)」 と世界の生成を説いてゐる。また、儒家に
あっても萬物の生成が陰陽の二氣によることは、 「周易』 繋辭傳などの説によつて自明の事柄
として承認されてゐた。世界の生成を 「氣」に擔はせる思想は、儒家道家 といった學派の相違
を越えて中國思想の共通基盤をなしてゐた。かうした基盤の上に、後漢時代には、「道」 から
混元の一氣である 「元氣」が生 じ、「元氣」が 「陰陽」の二氣を分出し、陰陽二氣が混 りあっ
た沖和の氣との三氣から天地人(萬 物)が 生ずるといふ生成論が説かれ、一般に承認されるや
うになった。
このことを裏返すと、萬物 は 「氣」によって構成されるが、萬物の 「氣」はさかのぼれば混
元の一氣に歸着 し、その混元の一氣 こそは 「道」の根源性を現實の世界で具體的に顯現 してゐ
るのだといふことになる。かうして、「道」が萬物の中に普遍的に含まれてゐることの根據を、
萬物が 「(元)氣 」 から構成されてゐることに求める主張が河上公注などの 『老子』注釋書の
中で説かれだし、 しだいに 「道」そのものよりも 「氣」に關心が向けられる傾向が見られるや
うになる。ただ、この段階ではいまだ、根源的理法ないし實在 としての 「道」と現實世界の原
初的存在であり 「道」のはたらきを具現 してゐる 「元氣」 とは、質的に異なるものと考へ られ
てゐる。 ところが、道教教理の體系化の試みが始められるやうになる東晉期以降になると、か
うした情況に顯著な變化がきざし、「道」と 「氣」との同質性が主張されはじめる。
道氣禪の三位一體
道教は、中國古代の天帝信仰や星辰信仰、 さらには、戰國時代以降の神仙説や巫呪術などを
その基盤 として複雜に形成されてきた民族的土着的宗教であり、後漢末 ごろか ら教團と教理と
を有する民聞宗教 として盛んになりはじあた。東晉期以降になると、佛教教理學の影響を強 く
受けながらも、道家の 「道」の哲學を中核 としてその教理體系の構築を進めるやうになった。
この過程で、 「道」 といふ哲學的概念と信仰の對象 としての至上神 とをどのやうに關連づける
のか、また、宗教的世界觀と從來か らの生成論 とをどのやうに整合させるのか、あるいは道術
の中心をなすやうになる存思服氣による昇仙の術をどのやうに理論づけるのかなどといった問
題を解決する必要が生 じ、「道」 と 「氣」 と 「禪」 といふ道教教理の根幹をなす三者の關係に
對する教理的追究が行はれるやうになる。
このやうな試みの最初の成果は、皮肉なことに道教 とは對抗關係にあつた佛教側の記録の中
に見いだすことができる。梁の信祐の手になる護教論文集 『弘明集』卷八に收載する釋檜順の
「答道士假稱張融三破論」 には、「道とは氣である(道 者氣也)」 あるいは 「道 は氣を根本 とす
る(道 以氣爲宗)」 といふ道教側の主張が批判の野象 として引用されてゐる。 これまでは質的
にあい異なるものとされてゐた 「道」 と 「(元)氣 」 とが、 ここで同等のものとされてゐるこ
とは極めて注 目すべき事柄であり、道教教理史の一っの轉換點を示す ものといへ る。また、
唐 ・法琳の 『辯正論』卷六に引 く 『養生服氣經」 には、「道 とは氣である。氣を保持すれば道
を體得し、道を體得すれば長生する(道 者氣也。保氣則得道、得道則長生也)」 とあり、同樣
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の主張が服氣の道術 と關連 して説かれてゐる。
「道とは氣である」 といふ定義が定着 して くると、 このことを一語で表明する 「道氣」 とい
ふ獨特な概念が出現 してくる。この 「道氣」 といふ語は、用例を檢討すると大略次の四系統に
分類できる。 第一 は、 「道」 の根源的はた らき、特にその教化力が正 しく杜會に顯現 してゐる
状態、言ひかへれば、瓧會全體の風氣が道家的道教的眞理に一致 してゐる状態を示す場合。第
二 は、 「道」が吐き出す至精の氣を意味 し、古典的な生成論にあっては 「元氣」に該當するも
のとして 「道氣」が用ゐられる場合。第三は、「道」そのものを實體的に捉へ、それを 「道氣」
と表現する場合。第四は、道教の八百萬の神々を 「道氣」と表現する場合である。第三、第四
の用例が示すやうに、「道」と 「氣」、「神」と 「氣」の同一性が説かれるやうになると、「氣」
を媒介項 とすることによって、「道」 と 「神」 との同一性が考へ られるやうになる。六朝期の
『老子』 注釋書の一っである 『想爾注』 に、 道教の最高神のひとっである太上老君に關 して、
「一は形象を消散すれば氣となり、 形象を結べば太上老君となる(一 散形爲氣、 聚形爲太上老
君)」 といふのは、このやうな思想を反映 したものである。っまり、道教教理の展開にっれて、
神々の世界 と人聞の世界 との關係、すなはち道教の宗教的世界觀を明確に表明する必要が生 じ
た。その際、道教 は古典的生成論に基づきながらその宗教的成生論を構成する道を選擇 したた
めに、「道」を始元とする古典的生成論の宗教的禪祕化が進められ、「道」と 「神」 とは、生成
論において對等の位置を占めるや うになったのである。ここに 「道氣」といふ新 しい概念を軸
として 「道」 と 「氣」 と 「神」とを三位一體 とする道教の宗教哲学が成立するにいたる。
このことを典型的に示す道教經典に 『九天生禪章經』がある。それによると、 この世界の始
まりのときに、混洞太无元、赤混太无元、冥寂玄通元の三元の租氣である天寶丈人、靈寶丈人、
神寶丈人 といふ柿から、天寶君、靈寶君、神寶君の三寶君といふ神が生れ、それぞれ大洞、洞
玄、洞禪の三洞の教へを説いて、玉清、上清、太清の三清天の主となった。この三寶君からさ
らに玄氣、元氣、始氣の三氣が分出 し、その三氣がさらにそれぞれ三氣を分出 して九氣が生 じ、
ここから天地萬物が生成されているのだ といふ。 ここでは、世界が三寶君か ら始まったやうに
書かれてゐるが、實 は暗默の前提として、三寶君以前に唯一混元の氣である 「道氣」の存在が
考へられてをり、その道氣は道教の最高神である元始天王(元 始天尊)に ほかならないのであ
る。 つまり、生成論としては、道氣 一 玄元始三氣 一 九氣 一 萬物 といふ圖式があり、神々を
中心 として見れば、大羅天 一 三清天 一 九天 一 現實世界といふ圖式が重ねあはされて説かれ
てゐるわけである。
以上のやうに、道教教理では、「道」 と 「氣」 と 「神」とが究極の實在の理法、形象、神格
といふ三っの側面を意味し、究極においては三位一體の存在としての 「道氣」に歸着するとさ
れた。 この 「神」とは 「氣」にほかならないといふ説は、他の諸宗教には見 られない道教獨自
の教説である。六朝後半からの教理體系化の過程では、全般的に佛教教理學の影響を極めて強
く受けたにもかかわらず、その根幹をなす 「神」の本質規定にっいては決 して佛教の所説を受
容 しなかったところに、道教教理の獨自性 と中國における 「氣」の思想の強力な傳統を見いだ
すことができる。
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道 術 と氣
道教徒の最終 目的は、本來、不老不死を實現して神仙世界に昇ることにあつた。その後、佛
教の影響下 に死後の昇仙の道 も用意 されるやうにはなるが、不老不死は常に道教のメイン・
テーマであり續けた。それを實現する手段として、錬丹(外 丹、内丹)、 服氣導引、内観存思、
符呪、辟穀、還精補腦、房中などのさまざまな技法すなはち道術が生みだされてきた。 これら
の道術 は、いつれも上記の氣の思想に基づく道氣神三位一體説を理論的背景にもち、基本的に
は 「氣」の操作を通 じて昇仙を達成 しようとするものであった。
東晉の葛洪は、先秦以來のさまざまな神仙術を 「抱朴子内篇」に集大成 したが、その中核を
なすのは錬丹術であつた。錬丹(外 丹)と は、丹砂(水 銀化合物)を 主要な材料 とし、化學的
反應過程を通 して純粹な金を錬成 し、その金を材料 として丹 と呼ばれる不老不死の藥物を合成
する道術である。これは、錬丹爐を小宇宙にみたて、その中で天地萬物の生成過程を擬似的に
再現操作 し、作 りだされた丹藥を攝取して混元の氣を導入 し不死の肉體を獲得 しようとする術
である。 したがつて、丹藥の原料 となる金は天然に産出する金であってはならず、かならず儀
禮 と操作を通 じて作りだされたものでなければならないとされた。一方、内丹術 とは、丹砂を
材料 とし錬丹爐を築いて化學的操作をするのではなく、人體そのものを爐に體内の陰陽の氣を
材料に見たて、冥想の中で意念を通 じて體内の氣を操作 し、自己の體内に直接丹藥を作 りださ
うとするもので、次に述べる内觀存思の道術と錬丹術とが結合變容 したものといへる。
内觀存思の術とは、天上の神々の分身である體内禪を心中に思ひ描 くことによつて、體内神
ひいては天上の神々と交感 し、肉體を禪々と同質 の神的存在 に變へようとする道術である。
『黄庭内景經」 などの經典に見 られるやうに、 この體内神と元氣とは究極的には同一のもので
あり、 元氣を導入することがすなはち體内禪の活性化にっながると考へられてゐた。 『九天生
禪章經」によれば、人が胎内に生を受けるときには、三元の禪が生命の胚を育み、九氣が肉體
を形成するのだといふ。具體的には、在胎九か月の闖、一月ごとに一氣(禪)が 胎内に降つて
きて胎兒は成長 し、九か月目に九氣(禪)が 全て備 はって生れ出る準備が完了する。つまり、
人間は九天の氣と八百萬の神々の分身を體内に備へて生れて くると考へられたのである。 した
がって、肉親といふのは眞の父母である天上の神々に生成の場を貸 しただけの假の父母に過ぎ
ないのである。人間の身體とは、天上の神々の分身が住みたまふパンテオンであり、本來、完
全なものなのである。 もし、人間が肉體を大切にし、體内の神々をしっかりとっなぎとめ、天
與の氣を失ふことがなければ、やがては體内の神々とともに天上の世界に昇ることができる。
しかし、ほとんどの人間は欲望に身を委ね、肉體を消耗 し、天與の氣を失つて、神々の宮殿で
ある身體を荒廢させてしまふ。その結果、神々は逃げ去 り、外界の邪氣の侵入を受けて病氣と
なり、生命を失ふにいたるのである。
體内神の種類や構成に關 しては、經典によつてさまざまな教説がある。最も基本 となるのは、
『抱朴子』 に見える三丹田三一説である。三丹田とは、人體を頭部胸部腹部の三部に分け、頭
部を上丹田泥丸宮、胸部を中丹田絳宮、腹部を下丹田黄庭宮 とし、それぞれに 「一」 といふ禪
58
道教教理思想の核心は何か
が宿 り生命を維持 してゐるとするものである。また、三部八景神説 といふ ものも見えてゐる。
これは、同じく身體を上中下三部に分 け、各部に八柱、全部で二十四柱の禪が宿つてゐるとす
る説である。『抱朴子』 にもその名が載せ られてゐる 『黄庭經』 は、身體各器官に宿る神々の
名字、服飾、身長などを具體的に記 して、體内神のイメージを容易に可覗化できるや うになっ
てゐる。 さらに、『洞房經』 は頭部に泥丸宮をはじめ九宮があって九柱の神が宿 り、 身體各部
の體内神を統括 して人闖の生命をっかさどるといふ泥丸九宮説を説いてゐる。
以上のやうに、道教の主要な道術はいつれも 「氣」 の操作と密接に關係 してをり、 「氣」の
概念を拔きにしては、道教 は成 りたたないといっても過言ではない。同時に 「氣」の概念を共
通項としなが ら、古代の醫學思想 との間に相互の影響關係が見 られる。道教における五藏神説
は内經醫學の反映であり、また、中國において長期にわたって解剖醫學が發達せず、道教系統
の 「五藏圖」に類似のものが繼承されてきたことなどは、その典型的な例であらう。長い道教
の歴史の中では、教理 も道術 も時代を反映してさまざまなヴァリエーションを生 じてきた。 し
か し、終始一貫 して變化 しない核心は、 「氣」 の概念を核 とする道氣神の三位一體説であり、
このや うな道教教理の本質を理解す ることは、同時に 「氣」の思想を基盤とする中國文化その
ものを理解することにもっながるのである。
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